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令和６年度 学校評価について 
 

仲春の候、日頃は本校の教育活動にご理解やご協力をいただきありがとうございます。 

さて昨年１２月に、保護者の皆様にご回答いただいたアンケートの結果がまとまりましたのでお知ら

せいたします。保護者様からいただいた学校評価の結果を来年度の学校運営に生かし、更に本校の教育

活動を充実したものにしていきたいと考えております。来たる４月から始まる令和７年度も、引き続き

ご理解・ご協力の程よろしくお願い申し上げます。 

 

１ アンケート回答率 ７２．３％ （令和６年１２月１８日～２５日オンラインによる実施） 

 

２ 全１２設問の結果概要 

 

 

〔設問１〕児童は、楽しい学校生活を送っているか 

できている 大体できている あまりできていない できていない 

52.5  42.2  4.7  0.7  

〔設問２〕児童は、家庭や地域で、挨拶や返事ができているか 

33.3  52.5  13.0  1.2  

〔設問３〕児童は、友達を大切にし、仲良く生活できているか 

54.7  41.2  3.2  1.0  

〔設問４〕児童は早寝早起き・朝ごはんなどの生活習慣を身に付けることができているか 

44.6  39.7  14.0  1.7  

〔設問５〕児童は、基礎的・基本的な学力が身に付いているか 

28.9  51.5  17.6  2.0  

〔設問６〕児童は、家庭学習（宿題、読書など）の習慣を身に付けているか 

32.4  48.5  16.4  2.7  

〔設問７〕学校は、楽しくよく分かる授業に努めているか 

38.7  54.7  6.1  0.5  

〔設問８〕学校は、ICT（タブレットや電子黒板等）を効果的に活用しているか 

44.6  49.8  5.6  0.0  

〔設問９〕学校行事や参観日は、適切に行われているか 

63.5  34.3  2.2  0.0  

〔設問 10〕学校は、安全・安心な学校づくりのため安全指導や避難訓練、環境整備などに努めているか 

51.0  45.3  3.7  0.0  

〔設問 11〕学校は、児童や保護者の方の悩みや心配なことに対して相談しやすい雰囲気か 

41.9  49.8  6.4  2.0  

〔設問 12〕コミュニティ・スクールとして学校と地域が一体となって、子どもたちの教育を行うことができているか 

33.8  56.1  8.6  1.5  



３ 学校評価のＡＩ分析 

（保護者様からいただいたアンケートの結果および自由記述から、学校評価における良い点と 

課題、改善について客観的に分析するために今回、ＡＩによる分析を行いました。） 

 

◎ 良い点 

① 教職員の指導とフォローアップ 

   ・多くの回答で担任教員や校長の指導力や対応への評価が高くなっている。 

・児童や保護者に親身に接しているという安心感が見られる。 

② 楽しい学校生活の実現 

   ・学校が楽しいと感じている児童が多く、授業や行事に対する意欲が高い。 

・様々な行事等の活動で、教職員が児童と共に全力で取り組んでいる姿が評価されている。 

③ コミュニケーション環境 

   ・マチコミメールの導入で連絡がスムーズになったと評価されている。 

④ 校長のリーダーシップ 

   ・校長が積極的にコミュニケーションを取る姿勢が評価されている。 

 

● 課題及び改善点と提案 

①  設備や環境の改善 

ア 施設の老朽化対応 

    ・トイレの改善が求められている。市とも協議して、早急な改修を図る。 

    ・施設の点検を行い、老朽化による事故が起きないようにする。 

イ 給食後の歯磨きについても検討が必要。 

・水道の数や場所などの制約があるが、給食後の歯磨きについての検討を行う。 

② 学習指導やサポート 

ア 遅れている生徒への配慮 

    ・「誰一人取り残さない授業」の実現を目指し、補習や個別指導の充実を図る。 

イ ICT活用授業の更なる改善 

    ・ICT 授業の活用率は高いが、より具体的な成果が求められている。児童が効果的に利用でき

る方法を模索する。 

③ 連絡・運営方法の見直し 

ア 配布物や回答形式の工夫 

    ・プリント配布の効率化（マチコミメールの活用や家庭数配布物の拡大）などを行う。 

イ 行事運営の改善 

    ・行事等での案内の違いが見られたため、事前の明確な案内と運営計画の改善を行う。 

④ 教職員の指導方針の見直し 

ア 教職員の指導方針に関する改善要望 

・教職員の対応について保護者から意見があるため、教職員間での行動規範の意識統一を行う。 

・保護者の信頼を得るため、説明や対応の透明性を確保する。 

⑤ 保護者との協力と柔軟性 

ア 行事の時間や日程の工夫 

・平日・休日の行事について、保護者の負担等も考慮して内容や時間帯の検討をする。 

イ PTA活動等の負担軽減 

・地域との協力を進め、保護者負担を減らす仕組みを検討する。 

 

〇 結論と方向性 

学校全体としては、教職員の指導や児童の満足度が高いことがうかがえ、教育環境の多くの側面

が整っていると思われる。しかし、施設の老朽化、学習や行事運営の細部、教職員間の対応の違い

といった点で改善が求められる。保護者や地域と連携しつつ、学びやすい環境づくりを継続的に進

めることが必要である。 


